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京都観1世会館
京都市左京区岡崎円勝寺町44
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主催 公益社団法人京都観世会
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「伝承の会」は、次世代を担う若手たちが活躍する場です。(緑字は次世代の出演者 )

舞囃子

仕舞

―調

後見

入場料 (全席自由 )

一般 3,000円 学生 1,500円
※通信講座受講生、放送大学、老人大学は一般料金です。

:チケツト販売

電話・窓口・販売サイトにて承ります。

京都観世会館

能の一部 (見せどころ)を、袴姿で、謡と囃子にあわせて舞う。     地謡

能の一部 (見せどころ)を、袴姿で、謡にあわせて舞う。        笛

能の一部 (聞 きどころ)を、打楽器と謡で、通常よりも技巧をこらし  小鼓
た演奏をする。能一番に匹敵する重みがある。           1大 鼓

登場人物をサポートする重要な役割があり、舞台後方に座つている。  太鼓

数人でまとまつて謡をうたい、情景や心情を表現する。

能の楽器の中で唯―メロディーを奏でる。能管は竹製 (煤竹)。

打楽器の一つ。革は馬皮、胴は桜。革は湿度が必要。

打楽器の一つ。革は馬皮、胴は桜。革は乾燥が必要。

打楽器の一つ。革は牛皮、胴は欅や栴檀、バチは捨または翌檜。

交通アクセス

京都市営地下鉄 :

東西線「東山_1駅下車、|■番出□から徒歩5分

京都市バス .

5系統「岡崎公園美術館 平安神宮前」下草、徒歩3分  31
4686201202・203206系統「東山仁王門=下車、徒歩5分

※お車てお越しの方は、会館東隣の有料駐車場、または

岡崎公園市営地下駐車場をご利用ください _

新型コロナウイルス感染予防対策として、「検温」「手指消毒」「マス

ク着用」にこ協力くたさい.体 調か優れない場合は、こ来場前に医療

機関にこ相談願います .■ 公演中止の場合を除き、入場券こ購入後の

払い戻しはできません。・り許可なき写真撮影 録音 録画はお断りい

たします .客席でのご飲食、携帯電話のご使用はできません. 上
演中は.携帯電話など音や光を発する電子機器の電源はお切りくたさ

い.=都合により出演者その他か変更になる場合があります.あ らか
じめこ了承くたさい。
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1 2022年 111月 12日 :≡: 午後1時間演 (12時 30分開場)
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